
（別記第２号様式 道民意見提出手続の意見募集結果）                 

北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン（改訂版）素案の意見募集結果 

           令和８年（2026年）２月 20日  

北海道半導体・デジタル関連産業振興ビジョン（改訂版）素案について、道民意見提出手続により、道民の

皆様からご意見を募集したところ、３人（こども１人含む）、３団体から、延べ 10件のご意見が寄せられまし

た。 
  ご意見の要旨及びご意見に対する道の考え方については、次のとおりです。 
こどもの意見について、選択式設問に対する意見募集結果は、別紙をご確認ください。 

 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方 

＜８ページ＞ 

「・・・、45%の性能効率の増加と 75%の消費電力

の削減が可能と・・・」「エネルギー効率 75%UP」 

と記載されていますが、 

（意見）エネルギー効率が 75%UPした場合、なぜ 75%

の消費電力の削減が可能なのか不明である。75%の消

費電力の削減には、エネルギー効率は 400%UPするこ

とが必要と思われる。（エネルギー効率が４倍にな

れば、消費電力が 1/4になり、75%の消費電力が削減） 

 

 

 

 
 
 
 
 

（札幌市） 

ご意見の趣旨を踏まえ、本ビジョン（改訂版）素

案８ページを次のとおり修文します。 

 

【修正前】 

・「45%の性能効率の増加と 75%の消費電力の削減が

可能」 

・「性能効率 45％UP エネルギー効率 75%UP」 

 

【修正後】 

・「同じ電力で動作させた場合には 45％の性能向上

が見られ、また、同じ性能の発揮に必要な電力は

75％の削減が可能」 

・「性能⇒45%向上 消費電力⇒75%削減」 

 

 

 Ａ 

＜27ページ＞ 

人材育成や研究開発支援に関して、交付金を活用

し道内の大学と連携し事業を進めることは、半導体

事業に係るスペシャリスト育成支援として、将来、

日本から世界のトップランナーとなり世界経済の中

心となることが期待できます。 

将来に向けた人材育成が経済発展に繋がる良い機

会だと思います。 

 

（札幌市） 

半導体関連人材の育成や確保に向けて、引き続き、

関係機関と連携し、人材育成と研究開発を一体的に

推進する取組を進めて参ります。 

 Ｂ 

＜40ページ＞ 

北大 千歳科技大 

（意見）正式な名称で記載した方が良いと思います。

千歳科技大の正式な名称の知名度が低いと思うの

で。北海道大学 千歳科学技術大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

（札幌市） 

ご意見の趣旨のほか、情勢変化を踏まえ、本ビジ

ョン（改訂版）素案 40ページを次のとおり修文しま

す。 

 

【修正前】 

「北大」「千歳科技大」 

 

【修正後】 

「北海道大学」「公立千歳科学技術大学」 

「産業技術総合研究所」 

 

 Ａ 



＜43ページ＞ 

【②プロジェクトの組成】 

・北海道発の新製品・新技術の開発に向けた研究シ

ーズと企業ニーズのマッチング支援 

 ＜意見＞ 

○中小企業にとっては、高度なデジタル関連研究シ

ーズを自社で取り込む際の技術的ハードルが高い

ため、新商品開発を行うためのコーディーネータ

ーの支援を盛り込むなど、マッチングの出口も見

据えた記述としていただきたい。 

○シーズの紹介だけでなく、企業側が抱える具体的

な課題について、研究者側が解決策を提案するよ

うな取組もできるとよいと思います。 

（札幌市） 

本ビジョン（改訂版）素案では、産学官連携によ

る共同研究の促進や研究シーズと企業ニーズのマッ

チング支援を行うことにより、新たな製品・技術開

発や新事業の創出につなげることとしております。 

ご意見につきましては、本ビジョン（改訂版）素

案 43ページに記載している取組を具体的に検討する

際の参考とさせていただきます。 

 Ｃ 

＜45ページ＞ 

【全道への効果の波及～各産業での DX展開】 

 ＜意見＞ 

○ラピダスや半導体関連産業の集積を道内産業の競

争力強化に直結させ、経済効果を道央圏以外の地

域にも波及させるためには、半導体や AIの需要側

の DX支援をセットで推進することが必要かと思

います。中小製造業などの人手不足や技能伝承と

いう課題を、DXや AIの利活用でどう解決するか

という具体策や成功事例の記載があるとありがた

い。 

○道内の中小企業に対しては、いきなり高度な DXを

求めるのではなく、アナログ脱却からスタートす

る企業への支援策も必要かと考えます。最先端技

術の導入以前の、「デジタル化の基礎」から段階

的に引き上げるような支援、取組も必要かと思い

ます。 

（札幌市） 

本ビジョン（改訂版）素案では、GXと AIや半導体

・デジタル関連政策の一体的推進により、担い手不

足などの地域課題の解決等につなげる「デジタルの

好循環」を生み出すことで、道内各地の産業に DXを

展開し、全道へ効果を波及させることとしておりま

す。 

ご意見につきましては、素案 45ページに記載して

いる「めざす姿④-1（全道への効果の波及～各産業

での DX 展開）」の実現に向け、各産業での DX 展開

に関する取組を検討する際の参考とさせていただき

ます。 

 

 Ｃ 

＜45ページ～49ページ＞ 

ラピダス社が千歳市に立地を決定してからもうす

ぐ３年になり、試作品の成功など順調に進んでいる

ことと思います。 

 地方の中小企業は、ラピダス社の立地による好影

響は『道央エリアばかり』という思いがある印象で

す。 

「第４章 めざす姿」にあるとおり、全道への波

及効果が目に見える形で実現されることを期待しま

す。 

 
 
 

                          
（札幌市）  

本ビジョン（改訂版）素案では、GXと AIや半導体

・デジタル関連政策の一体的推進により、担い手不

足などの地域課題の解決等につなげる「デジタルの

好循環」を生み出すことで、道内各地の産業に DXを

展開し、全道へ効果を波及させることとしておりま

す。 

ご意見につきましては、素案 45 ページ及び 46 ペ

ージで記載している「めざす姿④-1（全道への効果

の波及～各産業での DX展開）」及び「めざす姿④-2

（全道への効果の波及～地域の付加価値向上）」の

実現に向けた取組を検討する際の参考とさせていた

だきます。 

 Ｂ 



 

＜46ページ、49ページ＞ 

道内の市町村へのふるさと納税 

（意見）ふるさと納税を記載する必要はないと思い

ます。なぜ、ふるさと納税が世界に挑む北海道に関

係するのか？ 

 

 

 

 

 

 

（札幌市） 

本ビジョン（改訂版）素案では、46 ページの「め

ざす姿④-2（全道への効果の波及～地域の付加価値

向上）」において、関係人口の拡大などの効果を取

り込むこととしております。 

ふるさと納税は、地域経済の活性化にも寄与する

制度であり、その推進は道内各地域への効果の波及

につながることから、本ビジョンが掲げるめざす姿

の実現に向けた具体的な取組の一つとして記載して

おります。 

 Ｅ 

＜その他＞ 

半導体関連産業からは、基板の洗浄等に大量の重

金属や PFASなどが排出される。千歳川流域の飲料水

に混入した場合は、地域住民への健康被害が予想さ

れる。「地域住民への健康被害が発生した場合は、

工場を操業停止にする」のが大前提である。 

  美々川からウトナイ湖、そして、弁天沼を有する

広大な勇払原野。希少な野鳥の重要な生息地を守る

ために、「環境被害が発生した場合は、工場を操業

停止にする」のが大前提である。 

 

 

（札幌市） 

道としては、半導体関連産業の集積に当たっては、

関係法令の遵守はもとより、環境負荷の軽減を図り

ながら、事業が進められることが重要と考えており

ます。 

 

 Ｅ 

＜その他＞ 

洋上風力発電事業は、設置とメンテナンス費用の

高騰で採算が悪化したため、撤退が相次いでいる。

秋田県では、ドイツ製のプロペラブレードが折れ、

近くの公園を散策中の老人に当たり、死亡した。 

  中国製の風力発電装置には、アスベストが使われ

ている事が発覚している。また、中国製の風力発電

装置には、遠隔でシャットダウン出来る違法な無線

機器が付いている事も発覚し、周辺の送電網に負荷

を掛けて、大規模停電を起こせる事も判明している。 

再エネ賦課金が道民の家計を圧迫しているので、

再エネ事業は縮小すべきである。 

洋上風力発電事業の撤退が相次いでいるので、AI

データセンターの計画は大幅に縮小しないと、道央

圏での電力が逼迫する。 

活断層の真上に建つ泊原発の再稼働は許されな

い。ラピダス社の誘致は、「クリーンな再生可能エ

ネルギーの下で」が契約の大前提で始めた訳だから、

変更は許されない。 

再エネ事業は、周辺の生態系への悪影響が大き過

ぎる。酪農家や畜産業も被害を被る。 

再エネ事業の設備は、武器弾薬を隠すには好都合

なので、中国の『国防動員法』について、台湾にも

日本にも大量の武器が中国共産党によって持ち込ま

れている。 

 

 

 

（札幌市） 

ご意見につきましては、関係部局とも共有させて

いただきます。 

 Ｅ 



＜その他＞ 

AIに頼りすぎてはダメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道では、国の人工知能基本計画の内容を踏まえ、

AI の利活用によるイノベーションの促進とリスク対

応の両立に向けて取り組むこととしております。 

ご意見につきましては、本ビジョン（改訂版）素

案 48ページに、次の文言を追記します。 

 

【修正後】 

AI によるイノベーションの促進と AI リテラシー

向上に向けた普及啓発 
  

Ａ 

 

 ※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 
Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 

 

 問い合わせ先 

経済部 AI･DX推進局次世代半導体戦略室 

電話：011-206-9088 

 


